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ーサルスクリーニング(UTS; universal tumor screening)の報告は少なく、内包される LS
の頻度についても詳細な検討は⼗分には⾏われていない。 
⽅法： 
腎盂尿管癌患者 164 例、166 病変を対象として、マイクロサテライト不安定性(MSI; 





⾼度マイクロサテライト不安性(MSI-H; high-level microsatellite instability)の頻度ならび
に IHC による発現消失の頻度は 2.4%(4/164)であり、MSI 検査と IHC の結果は完全⼀致
していた。この 4 症例のうち 3 症例は遺伝学的に LS であることが確認され、残りの１症
例は、遺伝学的な証明は出来なかったものの、癌罹患歴から LS の可能性が強く疑われ
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